
4/8( ) - 7/10( )

12/17( ) - 2023 3/26( )

Animage and Ghibli Exhibition:
The magazine where Ghibli started

©1984 Studio Ghibl H

7/19( ) - 8/28( )

2022
Welcome to Picture Book Museum 2022

WHO IS BANKSY?

vol. 87 2022

10/15( ) - 11/27( )

GOLDEN KAMUY
SPECIAL EXHIBITION

Ask Myself First: Diversifying Asian Contemporary Photography

Modern and Contemporary Asian Art

Mon. 2 Jan – Tue. 21 March, 20232023/1/2( ) - 3/21( )

Crossing Borders: Installation Art of Contemporary Asia
Mon. 2 Jan – Tue. 21 March, 20232023/1/2( ) - 3/21( )

X - III
FAAM Collection X-III, POSTWAR

Mon. 2 Jan – Tue. 21 March, 20232023/1/2( ) - 3/21( )

(
Room for FAAM Residence Program, Vol. 3 Apa Kabar ?  Nindityo Adipurnomo

Mon. 2 Jan – Tue. 21 March, 20232023/1/2( ) - 3/21( )

2022 4 2023 3
April 2022 - March 2023 Exhibition Schedule

Asia Gallery Exhibition Gallery
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9/3( ) - 10/9( )

Asuka Irie:
A traveler beyond
space and time

L'Alpha et l'Oméga

 2019
Emotional Asia: Miyatsu Daisuke Collection × Fukuoka Asian Art Museum

Thu. 15 Sep – Sun. 25 Dec9/15( ) - 12/25( )

Modern and Contemporary Asian Art -From Its Dawn to the Present Day

Thu. 7 April – Tue. 6 Sep4/7( ) - 9/6( )

0
The Age of Anxiety: Video Art since 1990s

I : Thu. 7 April – Tue. 14 JuneI : 4/7( ) - 6/14( )
II : Thu. 16 June – Tue. 6 SepII : 6/16( ) - 9/6( )

X -
FAAM Collection X-I, Korea Depicted by Japanese Artists

Thu. 7 April – Tue. 14 June4/7( ) - 6/14( )

X - II 
FAAM Collection X-II, Mirror of Modern Vietnam: The World of Ta Ty

Thu. 16 June – Tue. 6 Sep6/16( ) - 9/6( )

50
From the Land of Steppe: 50 years of Mongolian Art

Thu. 7 April – Tue. 14 June4/7( ) - 6/14( )

Vehicles Get Together!
Thu. 30 June – Tue. 6 Sep6/30( ) - 9/6( )

s
Room for FAAM Residence Program, Vol. 1
Thinking SDGs: Chakkrit Chimnok’s Banana-Leaf Works

Thu. 7 April – Tue. 6 Sep4/7( ) - 9/6( )

Thu. 15 Sep – Sun. 25 Dec

Modern Art VII  The Pearls of Modern Indian Painting (Tentative)

9/15( ) - 12/25( )
Nandalal Bose and Upendra Maharathi 

Thu. 15 Sep – Sun. 25 Dec

Room for FAAM Residence Program, Vol. 2
Shall We Dance? Jung Young Doo
9/15( ) - 12/25( )

Mon. 2 Jan – Tue. 21 March, 2023
2023/1/2( ) - 3/21( )

Time of Departure

Fri. 8 April – Sun. 10 July

Tue. 19 July – Sun. 28 Aug

Sat. 3 Sep – Sun. 9 Oct

Sat. 15 Oct – Sun. 27 Nov

Sat. 17 Dec – Sun. 26 March, 2023

)[ ] ( 4) 1974/2005

2022年度 展覧会＆レジデンス・スケジュール

「ヒンドゥーの神々の物語」展レビュー

大石始「チューニングし合うアジア音楽のいま」

April 2022

Vol.87

「あじびニュース」は、ただ今
今後のリニューアルに向けて

デザインやサイズなど試行中です。
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(� � � � Introducing our

2022 Residency Artists

�����������������������

1987年韓国生まれ、ソウル在住。「平昌ビエンナーレ」

や釡山現代美術館では、消費生活で大量に廃棄され、

環境汚染や生態系の破壊などを引き起こしている

ビニールやプラスチック素材を用いて、それらを発光させ、

動かすことによって都市の中に奇妙な情景を創り出す

大型インスタレーションを発表しました。
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1982年生まれ、セランゴール在住。自身の生活の中から作品を

紡ぎだすアーティスト。シンガポールで開催された「ユナイテッ

ド・オーバーシーズ銀行絵画展 2019」にてマレーシア部門最優

秀賞を受賞し、当館で 1カ月間滞在制作予定。
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1986年フィリピン、ミンダナオ島生まれ、マニラ在住。

ネオンのような蛍光色を用いて、都市の中に巨大なイン

スタレーションを出現させたり、深海や宇宙の生きものを

思わせるコスチュームを纏ったキャラクターによる

パフォーマンスなど、多彩な作品を発表しています。「第

4回福岡アジア美術トリエンナーレ2009」では、当館入

口に大型の彫刻展示をおこないました。
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1971年ケダ生まれ。シンガポールで開催された「ユナイテッド・

オーバーシーズ銀行絵画展 2020」にてマレーシア部門最優秀賞

を受賞し、当館で 1カ月間滞在制作予定。
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Jisha Maniamma ( IT )

展覧会のことを同僚から聞いて、1月9日のオープニング・イベント、「黒田豊

ギャラリー・トーク」に駆けつけました。コレクターの黒田さんは、インドの

私たちよりもよく神様についてご存知でうれしかったです。展示作品には、

インドでは見たことがなかった美しい金更紗もありました。高校の授業で

「マハーバーラタ」や「ラーマーヤナ」の科目があり、長い長い叙事詩を読んで

勉強した神様や細かいストーリーが、展示作品にいっぱい出てきました。

3

AI

むずかしいけれど、どれか 1点を選ぶとしたらこれ！ヒンドゥー教の

世界の全てが、この作品には描かれているからです。

Lama Tamang Srijana (LOVE FM DJ)

Love FMの担当番組でヒンドゥーの神様の中から、芸術と学問の女神サラスヴァティーを

紹介すると、反響がありました！ 展覧会では「ラーマーヤナ」のストーリーをきちんと

伝えるようにしているのが嬉しかった。それと、いろんな神さまが混ざりあったポスター

(左)も面白かったです。ネパールでは、ヒンドゥー教と仏教が共存してますし、それ

から生きた女神のクマリの信仰もあります。

7

80

3

最後の章で紹介されていたデジタル・イラストレーションの

ラーヴァナ。悪鬼ですけど、すごくカッコよくて好きです。

◀ 86

7/16( ) - 9/11( )

9/23( ) - 11/27( )



　ここ数年、アジア各地の音楽シーンに対する

注目が高まっている。来日公演を行うイン

ディー・アーティストも増え、台湾のサンセット・

ローラーコースターや韓国のイ・ランはいまや

日本の音楽フェスにおける常連アーティストだ。

その背景にはアジア各地の音楽シーンに対する

日本からの眼差しの変化がある。

　日本からアジアのローカルな音楽シーンを捉

えようとするとき、90年代まではエキゾチック

なものとしてその土地の音楽を捉える傾向が

あった。音楽性のみならず、私たちとどれだけ

異なる文化的・民族的背景があるのか。その違

いにこそ刺激を見い出そうという、いわばワー

ルドミュージック的な観点が 90年代までは主流

だったわけだ。

　だが、2010年代以降、そうした文化的な違い

ではなく、共通点にこそ意味が見い出されるよ

うになっている。たとえば、日本のシティポッ

プやアニメはアジア全域における共通言語と

なっており、松原みき「真夜中のドア～ stay 

with me」（1979年）をカヴァーしたインドネシア

のレイニッチ（*1）や、山下達郎や大瀧詠一にイ

ンスパイアされた『悠長假期（ロングバケーショ

ン）』（*2）という作品をリリースした中国の李行

亮（リー・ハンリャン）は日本でも話題を集めた。

また、韓国では「New」と「Retro」を掛け合わせ

た「ニュートロ」という造語が広まっていて、そ

うした流れのなかで日本のシティポップ的な

サウンドやアートワークが人気を集めている。

　インターネット環境が各国で整備されたことに

よって、さまざまな音楽を瞬時に共有できる環境

が整った。国を超えたコラボレーションをするた

めの土壌が整ったともいえるだろうか。その一方

で、音楽的な均質化が進み、地域ごとのオリジナ

リティーが失われつつあるともいえる。

　そうしたなかで自分たちの文化的アイデン

ティティーがどこにあるのか、自問自答しなが

らそれぞれのローカルミュージックを生み出そ

うと奮闘するアーティストもいる。韓国ではイ

ナルチやNST&ザ・ソウルソース、アクダングァ

ンチル（*3）など自国の伝統音楽に新たなアプ

ローチを持ち込むグループが増えているが、こ

うした傾向は日本を含め各国で見られるものだ。

　音楽やファッションを通じて自分たちの民族

的アイデンティティーを打ち出す際、セルフオ

リエンタリズム的な表現に陥る危険性も孕んで

いる。欧米が期待するアジア像をみずから演じ、

欧米からの視線を内面化してしまう危うさ。そ

の狭間でどのようなローカルミュージックを

奏でることができるのか。90年代のワールド

ミュージックをある種の反面教師としながら、

各地で創作活動が続けられている。

　オリンピックのように出身国の国旗を背負っ

た者同士の異文化交流なコラボレーションでは

なく、個人と個人の対話としてのコラボレーショ

ンが増えつつあるのも現代アジアの特徴だ。韓

国のイ・ランと日本の折坂悠太がソウルの漢江

という大きな河のほとりで撮影した「調律」とい

う楽曲の共演動画は象徴的である。日本と韓国

を背負ったコラボレーションではなく、あくま

でも個人として声を重ね合わせ、寄り添うよう

にしてお互いのチューニングを合わせていく。

現代のアジアならではのコラボレーションのか

たちがここにある。

*2

*1

*3
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